
富田林市では一人一台、市内全校に７４６８台配備した学習用タブレット端末を活用した新
しい授業スタイルにチャレンジしています。これまでの先生から教えてもらうだけの授業で
はなく、先生や友達との対話をとおして、お互いに学び合ったり、学習を深めたりする「双方
向型」の授業に取り組んでいます。

授業での活用としてはiPad上で先生と子どもが双方向に「学習カード」をやりとりして、資料
を配布したり、課題を出したりしています。他にも学習の単元や内容に合わせ、動画を撮影
したり、音声を録音したりしながら、既存の授業ではできなかった新しい取り組みも進めて
います。

家庭での活用としては学習用タブレット端末を家庭に持ち帰り、学校の宿題に取り組んだり、
自分の興味関心に合わせた学習に取り組んだりしています。また、コロナ禍において学年・
学級閉鎖時や臨時休業時等の非常時でも「子どもたちの学びを止めない」よう、学びの保
障に取り組んでいます。



小・中学校が、「こんな子どもに育ってほしいという学校の願い」を共有して９年間を見通し
たカリキュラムを編成し、系統的な教育をめざすのが小中一貫教育と言われています。本
市ではこれまで、小・中学校の教職員の情報交換や交流を通じて、小学校から中学校への
滑らかな接続をめざし、子どもたちへのきめ細かな支援を図ってまいりました。

しかしながら、小学校と中学校の間には、「中１ギャップ」とも呼ばれる、教育内容や指導方
法の段差が生まれがちです。この学習や生活上の段差を軽減し、確かな学力をはじめ、こ
れからの時代に求められる資質・能力を育成することをめざして、本市では、全ての学校に
おいて小中一貫教育の研究・実践に取り組んでいます。

このような中、令和４年度より、小金台小学校・明治池中学校を小中一貫校「彩和学園」とし
て開校いたしました。

現在、「彩和学園」では、小学校高学年から専科指導を取り入れ、教科によっては中学校
教員による専門性の高い授業を実施しています。他にも、小中サミットを定期的に開き、子
どもたちが学園運営に積極的に参加できる仕組みを整えています。

令和４年５月１０日には、初となる学園集会を開き、１年生から９年生（中学３年生）が今年
の抱負を交流した後、全員でレクリエーションを行いました。

今後、彩和学園では子どもたちの発達段階に合わせて、小中９年間を前期（小１～小４）中
期（小５～中１）後期（中２～中３）に分けることで、切れ目のないカリキュラムを実現する４
－３－２制の研究を進めてまいりたいと考えています。



市立幼稚園では、３・４・５歳児の発達段階を考えた３年保育を実施しています。日常的な
異年齢交流を通じて、年下に優しくする気持ちや年上としてがんばる気持ちを養います。ま
た、年上の姿からよい刺激を受けることで一人ひとりの成長につながるよう支援しています。

また、小学生と同じ給食センターで調理した、温かくておいしい給食を１食２１５円で提供し
ています。安くて安全、栄養満点の学校給食を３歳から提供することで、子どもたちの健康
な体を育むとともに、保護者の育児負担軽減、小学校就学に向けた段差解消など、様々な
効果を期待しています。

近年では、園児数の減少により子どもたちに「よりよい集団での保育」の提供が難しくなっ
ている園がありますことから、たくさんの人数で活動する経験を子どもたちに提供するため、
令和３年３月より市立幼稚園児専用バス「スマイル号」を運行し、合同保育を実施していま
す。

今年度は「スマイル号」をもう１台増やし、合同保育の回数をこれまで以上に増やすことで、
子どもたちの更なる成長につなげたいと考えています。

さらに、令和４年度中に、全園の全保育室にエアコンを設置するとともに、園庭や保育室前
の空間についても移動式エアコンやスポットクーラー、寒冷紗、ミストシャワーなどを効果的
に活用し、安全・安心な保育環境の提供に努めてまいります。



【待機児童数及び保育の受け皿の状況について】

点線が保育の受け皿（認可定員）の状況となっており、白丸が年度当初、黒丸が年度末
の待機児童数となっています。

まず点線の保育の受け皿ですが、市立・私立保育施設の認可定員の合計で、平成２９年
度の１，６９６人から令和４年度は２，１４６人まで拡充し、令和５年度には、２，２０５人まで
拡充する見込みとなっています。

本市の待機児童の状況ですが、年度当初の状況で、平成１８年から２７年の１０年間はゼ
ロで推移していましたが、平成２８年から待機児童が発生し、３０年には４１人と急増した
ことにより、保育の受け皿拡大が急務となりました。

待機児童対策として、すべて民間となりますが、平成３０年度に『ことな（家庭的保育事
業）』及び『チアメイト梅の里（家庭的保育事業）』、令和元年度に『宙保育園（保育所）』、
令和２年度に『葵音つばさこども園（幼保連携型認定こども園）』、令和３年度に『富田林桜
げんき園（保育所）』が開園しました。これにより、令和３年度当初の待機児童は解消され
ました。

また、年間を通じた待機児童の解消をめざし、令和４年度に『くみの木こども園なかの（幼
保連携型認定こども園）』が開園し、令和５年度に『（仮称）桜桃（さくらんぼ）げんき園（保
育所）』が開園を予定しています。

今後につきましても、年間を通しての待機児童の解消を目指して、民間による認可保育
施設の誘致の継続を検討してまいります。



本市では、これまで様々な子育て支援施策を積極的に進めてきましたが、その一つと
して、子ども医療費助成制度においては、対象年齢の拡大や所得制限の撤廃など、市
独自で順次制度を拡充してまいりました。

令和３年１０月より、切れ目ない子育て施策の一つとして、未来を担う子どもたちの健
やかな成長をより一層支援し、安心して医療が受けられ、「子育てするなら富田林！」
のさらなる充実のため、その対象年齢を、１５歳から１８歳まで拡充しました。



近年、核家族化や地域とのつながりの希薄化などに伴い、妊産婦や親の孤立感、負担感
が高まっており、関係機関が連携し、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を実施す
ることが重要となっています。このことから、平成28年6月に児童福祉法等の一部が改正さ
れ、市町村に「子育て世代包括支援センター」の設置が求められたことから、本市はこれに
先駆け、平成29年5月より同センターを設置しました。
本市の特徴としては、母子保健部門及び子育て支援部門に同センターを設置し、妊娠・出
産・子育てに関する各種相談に応じています。また、「専門的な見地」と「当事者目線」の両
方の視点を生かして、母子保健事業と子育て支援事業を一体的に提供していくために、①
支援プランの作成 ②窓口業務の拡大 ③情報連携の強化 ④関係機関との連携 に取り
組むことで、子育て世帯への包括的かつ継続的な切れ目のない支援につなげています。



「一時預かりお試しチケット」

育児から少し離れてリフレッシュしたい時、家の都合で一時的に子ども（市内在住の０～２
歳で幼稚園・保育所等に在籍していない子ども）を預かってほしい時などに、一時預かり事
業を実施する保育施設で子どもをお預かりする「一時預かりお試しチケット5枚」を申請者
に配付しています。
令和４年８月から事業を開始し、１０月末現在で２３５件の申請がありました。

「保育施設でおむつ処分」

市内各保育施設では、使用済み紙おむつについて、保護者が持ち帰るか処分費用を負担
いただき各施設で処分していましたが、令和４年８月から保護者の皆さんの負担軽減を図
るため、持ち帰り及び処分費用をなくし、各施設で無料で処分する取り組みを始めました。


